
1 月 10 日（日）　黒滝村消防団出初式【関連記事…P ３】

□主な内容

No.404

2016年

２月号

P ２ …議会だより
　
P ４ …『樽丸 黒滝の
　　　　　　   知恵と技』
　
P ５…新消防通信指令
　　　センター稼動　　　
　　　　　　　　　

広 報

P ５～ 6…お知らせ

P ７　　…税務のお知らせ

P ８～ 9…健康づくり情報

く きたろ

黒滝村消防団　出初式！！
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大
字
区
長
紹
介

　

一
年
間
お
世
話
に
な
る
区
長
の

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

笠　

木　

中
前
　
政
明
（
会
長
）

桂　

原　

阪
口
　
治
仁

長　

瀬　

吉
村
　
利
明

御
吉
野　

西
浦
　
善
明

堂　

原　

花
岡
　
初
男

寺　

戸　

吉
田
　
昌
史

中　

戸　

近
藤
　
博
昭

赤　

滝　

中
井
　
龍
彦
（
副
会
長
）

脇　

川　

東
　
　
敏
成

槙　

尾　

下
浦
　
貢

鳥　

住　

森
本
　
重
朝

粟
飯
谷　

辰
巳
　
昇
司

４
日　

議
員
会

６
日　

吉
野
郡
議
長
会
三
役
会

７
日　

新
年
挨
拶
廻
り

 　
　
　
（
副
知
事
と
面
談
）

８
日　

奈
人
推
協
新
年
の
つ
ど
い

10
日　

黒
滝
村
消
防
団
出
初
式

13
日　

区
長
会

    

中
学
校
校
舎
活
用
検
討
委
員
会

14
日　

吉
野
郡
議
長
会
臨
時
総
会

16
日　

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

　
　
　
　

防
災
講
演
会
（
五
條
市
）

18
日　

議
会
全
員
協
議
会
、
議
員
会

21
日  

吉
野
郡
議
会
議
員
研
修

28
日
～
29
日　

　

奈
良
県
議
長
会
役
員
県
外
研
修

　

議会議
会
活
動
状
況

１
月

　

１
月
10
日
（
日
）
黒
滝
村
農
林
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
、
初
春
を
い
ろ
ど
る
「
平
成
28

年
黒
滝
村
消
防
団
出
初
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
65
名
が
参
加
、
優
良
団
員
の
表
彰
や
来

賓
の
方
々
か
ら
の
激
励
に
続
き
、
消
防
車
に
よ

る
放
水
が
あ
り
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
16
日

（
土
）
に
は
、
川
上
村
に
お
い
て
吉
野
支
部
連

合
出
初
式
が
行
わ
れ
、
当
村
か
ら
団
長
以
下
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
良
団
員
と
し
て
数
々
の
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
後
と
も
使
命
達
成
の
た
め
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

●奈良県知事表彰
　本　　部　　副  団  長　 　 阪口　治仁
　中央分団　　副 分 団 長       小西　勇介
●奈良県消防協会長表彰
　中央分団　　部　　長　　前田　　斉
　中央分団　　団　　員　　中西　浩昭
●奈良県消防協会吉野支部長表彰
　東部分団　　副 分 団 長     尾上　公一
　東部分団　　部　　長　　金野　利彦
●吉野警察署長表彰
　東部分団　　班　　長　　杉本　修一
　東部分団　　班　　長　　福西　由訓
　西部分団　　団　　員　　阪口　稔一

●吉野警察署長　勤続３０年特別表彰
　東部分団　　分  団  長　　井上　忠彦
●村長表彰（勤続２０年）
　西部分団　　班　　長　　島田　浩明
　中央分団　　班　　長　　中西　敏雄
　中央分団　　班　　長　　藤井　武　
●黒滝村消防団長表彰（勤続５年）
　中央分団　　団　　員　　甲村　健太
　中央分団　　団　　員　　西谷　将太
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　【敬称略・順不同】

優 良 団 員 表 彰

の話題村

新
た
な
気
持
ち
で
決
意
を
固
く
！

『
黒
滝
村
消
防
団
出
初
式
』

　
中
井
団
長
よ
り
訓
示

▲

◆
入
札
日
12
月
22
日

林
道
吉
野
大
峯
線　

県
単
林
道
改
良
工
事

○
落
札
者　

株
式
会
社
み
よ
し
の

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　　
　
　

　

８
，
４
５
４
，
２
４
０
円

○
工
期　

平
成
28
年
３
月
25
日
ま
で

栃
倉
川　

河
川
改
修
工
事

○
落
札
者　

岩
井
建
設
工
房
有
限
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　　
　
　

　

２
，
３
２
２
，
０
０
０
円

○
工
期　

平
成
28
年
２
月
26
日
ま
で

村
道
下
鳥
住
線　

舗
装
補
修
工
事

○
落
札
者　

有
限
会
社
福
西
建
設

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　　
　
　

　

１
，
１
９
８
，
８
０
０
円

○
工
期　

平
成
28
年
２
月
12
日
ま
で

入
　
札
　
結
　
果

平
成
28
・
29
年
度
黒
滝
村

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

村
が
発
注
す
る
【
建
設
工
事
】、【
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
】、【
物
品
の
製

造
等(

製
造
・
販
売
、
買
入
れ
、
役
務
の

提
供)

】
の
入
札
や
見
積
り
に
参
加
を
希

望
す
る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
受
付
期
間
及
び
時
間

　

１
月
20
日
（
水
）
～
２
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
の
消
印
有
効
）

◆
申
請
場
所
及
び
お
問
合
せ
先

　

総
務
課
入
札
係

◆
有
効
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　

平
成
30
年
３
月
31
日
の
２
年
間

◆
要
領
及
び
申
請
書
類

　

申
請
書
類
は
、
黒
滝
村
役
場
総
務
課
入

札
係
ま
で
受
け
取
り
に
来
る
か
、
黒
滝
村

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

黒
滝
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→http://w

w
w

.

vill.kurotaki.nara.jp/

※
【
物
品
の
製
造
等
（
製
造
・
販
売
、
買
入
れ
、

役
務
の
提
供
）】
の
申
請
は
、
受
付
期
間
終
了

後
で
も
随
時
受
付
を
し
ま
す
が
、
有
効
と
な
る

の
は
、
随
時
受
付
後
翌
々
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
後
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　毎年、ご好評いただいておりますカラオケ大会を開催します。

　歌って、お茶して、憩いの時間となりますように・・・

　送迎が必要な方は併せてお申込みください。

◆日時　２月 17 日（水）午前 10 時 30 分～午後 3 時頃

　※サロンやすらぎ主催者手作りの昼食会有

◆場所　デイサービスセンター

◆参加費　無料

◆申込み締切　２月 12 日（金）※申込先着順で定員になり次第締め切らせていただきます。

◆申込み・問合せ　社会福祉協議会　☎６２ ‐ ２８５０

「
樽
丸
　
黒
滝
の
知
恵
と
技
」

　
　
　
　
映
像
鑑
賞
と
ト
ー
ク
の
会

サロンやすらぎ

〇今までの１１９番受信は

　大淀消防署（旧中吉野広域消防組合）の通信指令室で受信していました。

〇これからの１１９番受信は

　奈良県広域消防組合消防本部（橿原市）に消防通信指令センターが完成し、一括受信することにな

　りました。

※大淀町・下市町・黒滝村・天川村の切替日は、２月１７日（水）です。

○救急車の要請及び火災通報は必ず「１１９番」で

　あわてずゆっくり要請してください！

《救急の時》 《火事の時》

①住所（場所）
②目標物
③どうされましたか
④お名前とお電話番号

①住所（場所）
②目標物
③どこが・何が燃えていますか
④お名前とお電話番号

　労働保険（労災保険・雇用保険）料の納付について口座振替制度をご利用ください。

　口座振替納付とは、あらかじめ届出いただいた口座から労働保険料を引き落とし納付す
る制度です。１度登録すれば翌年度も自動継続されます。
　口座振替制度を利用されますと、わざわざ労働局（労働基準監督）や金融機関に出向く
手間が省けるほか、納付忘れ・遅れがなくなり非常に便利です。
◆お問合せ先　労働基準監督署
　　　　　　　奈良労働局総務部労働保険徴収室
　　　　　　　　☎０７４２ ‐ ３２ ‐ ０２０３　

　

１
月
15
日
（
金
）「
か
し
は
ら
万

葉
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
た
「
第
４
回

奈
良
県
・
市
町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
」
に

お
い
て
、「
平
成
27
年
度
奈
良
県
が

ん
ば
る
市
町
村
応
援
表
彰
」
が
行
わ

れ
、
地
方
創
生
（
し
ご
と
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
）
部
門
で
、
黒
滝
村
の

取
組
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
吉
野
杉
に
新
た
な
木

材
圧
縮
技
術
を
付
加
し
た
家
具
等
の

開
発
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
飛
騨
産

　  ー 奈 良 労 働 局 か ら の お 知 ら せ ー

※ 労 働 局 保 険 料 の 納 付 は 口 座 振 替 で ！

　

12
月
13
日
（
日
）
大
淀
町
文
化
会

館
に
お
い
て
、「
樽
丸
黒
滝
の
知
恵

と
技
」映
像
鑑
賞
と
ト
ー
ク
の
会（
黒

滝
村
文
化
財
活
性
化
委
員
会
主
催
）

に
県
内
外

100
名
以
上
の
方
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
樽
の
材
料
と
な
る
樽
丸
製
造

は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
黒
滝
村
鳥

住
を
中
心
に
受
け
継
が
れ
て
吉
野
、

全
国
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

　

樽
丸
製
作
工
程
を
再
現
し
た
映
像

（
映
文
連
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５　

特

別
表
彰
優
秀
企
画
賞　

受
賞
）
を
鑑

賞
し
た
後
、
龍
谷
大
学
浦
西
教
授
な

ど
ト
ー
ク
の
会
出
演
者
か
ら
は
、
江

戸
時
代
に
堺
の
職
人
が
芸
州
の
職
人

を
連
れ
て
、
黒
滝
村
鳥
住
で
樽
丸
製

作
が
始
ま
っ
た
経
緯
や
吉
野
杉
の
酒

樽
が
樽
廻
船
で
江
戸
ま
で
運
搬
さ
れ

る
の
に
抗
菌
性
が
あ
り
酒
が
漏
れ
に

く
い
等
、
最
も
酒
樽
に
適
し
た
品
質

で
あ
り
、
江
戸
で
酒
樽
と
し
て
使
わ

れ
た
後
も
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
醤

油
樽
な
ど
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
き
た
歴
史
に

つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桶
と
樽
の
違
い
や
昭
和
前

期
ま
で
行
わ
れ
た
手
作
業
で
の
製
作

技
術
と
機
械
化
が
進
ん
だ
現
在
と
の

工
程
の
違
い
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

く
事
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
的
な
知

恵
と
技
が
詰
ま
っ
た
樽
丸
製
造
に
つ

い
て
、
参
加
者
は
、
文
化
財
と
し
て

受
け
継
い
で
い
く
必
要
性
を
感
じ
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
平
成
27
年
度
奈
良
県
が
ん
ば
る
市
町
村
応
援
表
彰
」

　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
受
賞
！
　
　

業
（
株
）
と
連
携
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
辻
内
村
長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

黒
滝
産
杉
材
を
提
供
し
て
い
く
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
雇
用
創
出
と

飛
騨
高
山
と
の
地
域
間
交
流
に
つ
な

げ
る
事
業
と
し
て
、
今
後
も
技
術
研

究
開
発
等
、
取
り
組
み
を
す
す
め
て

参
り
ま
す
。

奈
良
県
知
事
荒
井
正
吾
氏
に
よ
る
表
彰

▲

▲ プレゼンテーションする辻内村長

　  　 １１９番の受信場が変わります！！

　　　 《新消防通信指令センター稼動》



◆
日
　
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場
　
所　

大
淀
町
役
場

　
　
　
　
　

１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
（
１
月
～
３
月
）

　

☎
０
７
４
７
‐
５
２
‐
５
５
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主
　
催　

吉
野
郡
消
費
者
生
活

                  

実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課
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消
費
者
生
活
相
談
窓
口
開
設

税 等の 納 期
２月 29 日（月）

住　民　税　　   　 第４期
国民健康保険税    　第８期
介護保険料　　    　第８期
後期高齢者医療保険料   　第８期

忘れずに納付しましょう！

税 務 の お 知 ら せ

平
成
28
年
度
分
の
村
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
分
の
村
県
民
税
の
申
告

の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
村
県
民
税

は
、
昨
年
１
年
間
（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）
の
所
得
金
額
の
申
告
を
も
と
に
、

村
や
県
に
納
め
る
税
金
の
額
が
決
定
さ

れ
、
翌
年
度
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際
は
、

次
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
黒
滝
村

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
村
か
ら
申
告
書
が
届
い
た
方
（
申
告

書
は
、
２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。）

②
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
い
方
（
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

方
も
村
内
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
家
族

で
な
け
れ
ば
村
県
民
税
の
申
告
は
必
要

で
す
。）

③
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方

※
村
県
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税
の
申

告
と
異
な
り
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◆
申
告
の
受
付
期
間
に
つ
い
て

　

申
告
の
受
付
期
間
は
、
平
成
28
年
３

月
15
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

◆
申
告
の
時
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

１
．
配
付
さ
れ
た
申
告
書

２
．
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

３
．
収
入
金
額
と
必
要
経
費
の
わ
か
る

も
の

①
給
与
や
年
金
の
受
給
者
・
・
・
源
泉

徴
収
票
や
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
給

与
や
賃
金
の
支
払
証
明
書
な
ど

②
営
業
等
、
不
動
産
所
得
者
・
・
収
入

金
額
と
必
要
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
や
領

収
書
な
ど

４
．
各
種
所
得
控
除
を
証
明
で
き
る
も

の①
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
掛
金
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
社
会
保
険
料
）

の
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
支
払
金
額
の

わ
か
る
も
の

②
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
旧
損

害
（
長
期
）
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ
の

領
収
書
及
び
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
わ
か
る
も
の

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど

⑤
勤
労
学
生
控
除
を
受
け
る
方
は
、
学

生
証
な
ど

⑥
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受
け
る

方
で
、
対
象
の
方
に
所
得
や
障
害
が
あ

る
方
は
、
そ
れ
を
証
す
る
も
の
（
そ
の

方
の
源
泉
徴
収
票
や
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
）

⑦
税
金
の
還
付
ま
た
は
引
き
落
と
し
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
預
貯
金
通
帳

５
．
平
成
27
年
中
に
日
本
赤
十
字
社
や
地

方
自
治
体
等
に
寄
附
さ
れ
た
方
は
、
そ
の

領
収
書

（
住
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
寄
附

金
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
や
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
へ
の
寄
附
も
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
但
し
、
一
部
対
象
外
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

※
寄
附
金
の
う
ち
、
２
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、
一
定
額
が
税
額
控
除

さ
れ
ま
す
。

◆
申
告
し
な
か
っ
た
ら
・
・
・

　

申
告
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
正
し

く
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
申
請
・

手
続
き
に
必
要
な
所
得
証
明
書
や
課
税

証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
な
ど
の
不
都

合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

◆
村
か
ら
の
お
願
い

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
払

領
収
書
の
合
計
を
各
個
人
ご
と
、
ま
た

は
各
病
院
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　　

本
村
で
は
、
平
成
27
年
分
確
定
申
告

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
吉
野
税
務
署
職

員
に
よ
る
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
の
書

き
方
の
指
導
が
次
の
日
時
に
て
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

２
月
25
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
　
（
受
付
は
午
後
３
時
半
ま
で
）

●
場
所　

役
場
２
階　

会
議
室

●
注
意
事
項

〇
交
通
事
情
や
天
候
等
に
よ
り
、
税
務

署
職
員
の
相
談
開
始
時
間
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

〇
資
産
（
土
地
・
建
物
や
株
式
等
）
の

譲
渡
、
贈
与
税
、
相
続
税
、
山
林
所

得
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
相
談
は
吉
野
税
務
署
ま

で
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

ご
み
～
マ
ナ
ー
を
守
り
、

　
　
よ
り
良
い
環
境
を
！

　
　
　

　

ご
み
を
出
す
時
に
は
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
マ

ナ
ー
を
守
り
ご
み
を
出
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
で
は
違
反
シ
ー
ル

を
貼
ら
れ
て
い
る
ご
み
も
あ
る
の
が

現
状
で
す
。
昨
年
度
は
左
記
の
違
反

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
ご
み
を
出
す
曜
日
が
違
う
！

　

曜
日
に
よ
っ
て
収
集
す
る
ご
み
の

種
類
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
指

定
さ
れ
た
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

集
積
場
所
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
他
の
方
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

必
ず
指
定
さ
れ
た
曜
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

◆
分
別
さ
れ
て
い
な
い
！

　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資
源
ご

み
な
ど
が
一
つ
の
指
定
ご
み
袋
に

入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分

別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
資
源
ご
み
に
汚
れ
が
！

　

資
源
ご
み
（
瓶
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
）
は
中
を
洗
っ
て
か
ら
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
洗
っ

て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
美
化
に
努
め
、
よ
り
快
適
な

生
活
を
送
る
た
め
、
今
一
度
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ご
み
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先

　

住
民
生
活
課

20
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

　

20
歳
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
権
利
と

と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

皆
様
方
の
中
に
は
、「
年
金
な
ん
て

先
の
こ
と
だ
か
ら
関
係
な
い
。」
な
ん

て
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰
に
も
訪
れ
る

老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な

で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お

互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
現
役

世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負
担

で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
20
歳
の

方
も
納
付
し
た
保
険
料
以
上
の
年
金

が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合

わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
大
変
有
利
で
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ

の
時
に
・
・
・
」
と
後
悔
す
る
前
に
必

ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
取
り

ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合

は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を

猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
役
場
で
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先
　

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
４
５
‐
２
２
‐
３
５
３
１

　

保
健
福
祉
課　

　
　
　

確
定
申
告
相
談
会
の
お
知
ら
せ



毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です

人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部
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中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用くだ
さい。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。

図
書 室 だ よ り

■今月のおすすめ
（児童書）　復刻版　やわらかい手　／   花岡  大学
　奈良県吉野郡大淀町出身の児童文学作家、花岡
大学の作品集をご紹介いたします。本書は講談社
より刊行された『柔らかい手　花岡大学短篇童話
集』の復刻版で、「不滅について（司馬遼太郎）」
を特別掲載してあります。当時『鮮烈な人間性の
童話文学』と評された作品集をどうぞお楽しみく
ださい。

（読み物）　物理学はどこまで進んだか　　／　　中村　誠太郎　
　

（読み物）　古典落語　（上）　　　　　　　／　　興津　要　　

（伝記）　豊臣秀長　ある補佐役の生涯　　／　　堺屋　太一

　

１
月
18
日
（
月
）、
こ
ど
も
園
で
、

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
一
生
懸
命
、
た

く
さ
ん
の
ポ
ー
ズ
に
挑
戦
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

写
真
は
、雪
の
上
を
走
る
「
そ
り
」

の
ポ
ー
ズ
で
す
！
み
ん
な
上
手
で
す

ね
～
！

　

次
回
の
教
室
は
、2
月
15
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
こ
ど
も
園
遊
戯
室

で
す
。

※
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
、
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加

さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。                

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

親
子
ヨ
ガ
教
室

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

◆
日
時　

3
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

　
　
　
　
（
開
場
13
時
15
分
）　

◆
場
所　

学
園
前
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
奈
良
西
部
会
館
３
Ｆ
） 

　

奈
良
市
学
園
南
3
丁
目
1
番
5
号

◆
内
容　

　

～
女
性
の
健
康
ケ
ア
で
活
力
ア
ッ
プ
～

『
女
性
の
健
康
と
喫
煙
』

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

　

～
夫
の
喫
煙
で

　
　
　
　

妻
の
乳
が
ん
リ
ス
ク
が
２
倍
に
～

　
　

大
和
郡
山
病
院　

産
婦
人
科
部
長

　
　

山
下　

健　

先
生

『
遺
伝
性
の
が
ん
を
考
え
る
』

　

奈
良
県
立
医
科
大
学　

　
　

産
科
婦
人
科
学
教
室　

教
授　
　

　
　

小
林　

浩　

先
生

◆
入
場
料　

無
料 

◆
定
員　

約
３
０
０
名 

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
奈
良
県

　

産
婦
人
科
医
会
公
開
講
座
係
ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
お
誘

　

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

奈
良
県
医
師
会
館
内　

　

奈
良
県
産
婦
人
科
医
会
公
開
講
座
係

　
　

☎
０
７
４
４
‐
２
２
‐
８
５
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４
‐
２
３
‐
７
７
９
６

82016 年 2 月号

男
性
料
理
倶
楽
部

◆日時　　　3 月３日（木）
　　　　　　午後 2 時～ 4 時まで
◆場所　　　「奈良商工会議所」地下１階　会議室
　　　　　　奈良市登大路町３６ ‐ ２
　　　　　　近鉄奈良駅①番出口より徒歩一分
　　　　　　　　　　　　　☎０７４２ ‐ ２６ ‐ ６２２２
◆講演　　　「耳のしくみと難聴」
　　　　　　奈良県立医科大学　耳鼻頭頸部外科講座
　　　　　　　　　　　　　教授　北原　糺
◆無料相談　耳を含め耳鼻咽喉科全般に関する相談
◆担当医師　耳鼻咽喉科専門医
◆お問合せ先　　　　　　　☎０７４４ ‐ ２２ ‐ ８５０２
※事前予約は不要です。
※講演においては要約筆記を行います。
※当日、会場にて聴力検査および補聴器の相談も行う予定です。

　

粉
も
の
料
理
に
挑
戦
！
お
好
み
焼

き
、
た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
具
材
を

変
え
る
だ
け
で
幾
通
り
も
の
ア
レ
ン
ジ

が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
さ
て
、
ど
ん
な
で
き
あ
が
り
に

な
る
の
か
…
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

村
内
在
住
の
成
人
男
性

◆
日
時　

２
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
2
時

◆
場
所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン

　
　
　
　
　

三
角
巾

◆
申
込
み
締
切　

２
月
17
日
（
水
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
２
‐
２
８
５
０

な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が

あ
な
た
の
悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
近
く

の
保
健
所
に
も
行
き
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
対
象
疾
患
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
・
炎

　

症
性
腸
疾
患
・
多
発
性
硬
化
症
・
腎

　

臓
病
・
網
膜
色
素
変
性
症
・
パ
ー
キ

　

ン
ソ
ン
病
・
先
天
性
心
疾
患
・
ス
モ

　

ン
黄
色
靭
帯
骨
化
症
・
後
縦
靭
帯
骨

　

化
症
な
ど

〇
相
談
内
容
な
ど
の
個
人
情
報
は
守
ら

　

れ
ま
す
。

〇
相
談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
は
、

　

難
病
患
者
本
人
や
家
族
で
す
。

〇
相
談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
は

　

県
委
託
の
難
病
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

養
成
講
座
を
修
了
し
て
い
ま
す
。

◆
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る
相
談
（
予
約
制
）

（
必
要
に
応
じ
て
電
話
相
談
も
あ
り
ま
す
）

◆
料
金　

無
料

◆
申
込
み

　

☎
０
７
４
２
‐
３
５
‐
６
７
０
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
‐
３
５
‐
６
７
０
７

（
火
曜
日
・
木
曜
日　

13
時
～
16
時
）

e-m
ail

↓nara_nanbyouren@
kcn.jp

◆
お
問
合
せ
先　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ら
難
病
連

難
病
患
者
ピ
ア
（
仲
間
）
に
よ
る

個
別
相
談

　

ピ
ア
と
は
、
仲
間
【peer

】
と
い
う

意
味
で
す
。
難
病
で
あ
る
者
同
士
だ
か

ら
悩
み
を
分
か
ち
合
え
る
、
同
じ
経
験

を
し
た
人
か
ら
の
一
言
が
心
の
支
え
に

耳 に 関 す る 講 演 ・ 無 料 相 談 会



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

役　場　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　   ～ 9203】
防災無線電話音声対応サービス

（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター

（社会福祉協議会）   62-2850  
IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者

（株）黒滝森物語村 62-2770

人口・世帯数
（1月１日現在）

　　男　　３６５　人　　（±０）
　　女　　４０９　人　　（＋１）
　　計　　７７４　人　　（＋１）
　世帯　　３７９　世帯　（＋１）

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

「女と男のパートナーシップ講座」

◆内容　
　夫婦やカップルがお互いの人生を尊重しながら一緒に歩いてい
　く、自立と支え合うことを考える講座です。
◆対象　男女 30 名（先着順）
◆日時　３月 19 日（土）　13 時 30 分～ 16 時
◆会場　奈良県産業会館
　（大和高田市幸町２ ‐ ３３）
　ＪＲ高田駅東出口すぐ
　近鉄大和高田駅徒歩５分
◆申込　ＦＡＸ、ハガキ、ホームページより申込み　先着順
◆費用　無料
◆託児　１歳以上就学前までのお子さんお一人につき５００円
◆お問合せ先　奈良県女性センター　
　☎ ０７４２ ‐ ２７ ‐ ２３００　

　皆さんこんにちは。
平成 27 年４月から黒滝村教育委員会事務局に配属さ
れました、永井佑卓です。
　社会人１年目ということで慣れないことばかりです
が、先輩方のご指導の下、充実した毎日を送っており
ます。
　黒滝村に来て嬉しかったことは、村民の方との距離

紙面の都合上毎月掲載は出来かねますのでご了承ください。

「職員紹介」　Vol．2

が近く、フレンドリーな方が多いことで、あがり症の自分としてはあ
りがたい限りです。
　最近困っていることは、帰りの雪道で坂道を下るとき自分では普通
に走っているつもりでも、知らぬ間に後続車が増えていることです。
　まだまだ至らないことばかりですが、精一杯頑張っていきますので
どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　黒滝村役場　教育委員会事務局　永井　佑卓

～ 運動大好き新人　永井佑卓 ～


